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令和３年度第６回 

岡山市男女共同参画専門委員会要旨  

 

 

１  日  時  令和４年１月２１日（金） 午後２時５７分～午後３時５７分 

 

２  場  所 本庁舎 1 階多目的ルーム 

 

３  出席委員  高田委員長、濱西副委員長、栢野委員、岸委員、杉本委員、中塚委員、藤田

委員、松井委員、光岡委員 （欠席：貝原委員）  

 

４  出席職員  （市民協働局）藤井次長、奥野参事監 

 （女性が輝くまちづくり推進課）安東課長、藤原担当課長、繁定課長補佐、神

﨑主査 

 

５  傍 聴 者  1 人 

 

６  次  第 

（１）市民協働局次長挨拶 

（２）議事 

①第５次さんかくプランの策定について（資料１－１、１－２）  

②「第４次さんかくプラン」年次報告（令和３年度）について（資料２）  

（３）その他 

 

７  配付資料 

資料１－１ 第５次さんかくプラン（案） 

資料１－２ パブリックコメントでの意見に対する回答（案）  

資料２ 第４次さんかくプラン年次報告書（令和３年度）（案）  

 

８  会議の状況 

（１）市民協働局次長挨拶 

・昨年 11～12 月にパブリックコメントを実施した。本日はその意見を踏まえた修正案をご審議

いただき、承認後市長への答申案とさせていただきたい。 

 

（２）議事 

議事①  第５次さんかくプランの策定について 

〇説明内容 

資料１－１、１－２について事務局から説明。  

 

〇意見等 

・市職員のうち課長級（校長級）以上に占める女性職員の割合は、学校教職員の場合、21 . 1%

ですでに目標値（20 . 0%）を超えているが、この目標は一般職員、学校教職員どちらの目標

なのか。  

→ 両方の目標である。市の特定事業主行動計画にも同様の記載をしており、それに合わせて

いる。教職員はすでに達成しているが、20%を下回らないよう努めるとのことで担当課に確認

している。 

・現状値は一般職員・学校教職員を分けているのであれば、目標値も別にしてもいいのでは

ないか。また、全教職員の女性割合がどのくらいで、校長級がどのくらいかを示してほしい。

全体が２割くらいなら校長級が 2 割は妥当かもしれないが、全体は５割で校長級が２割なら

低いと思う。教員全体の女性割合は２割より多いと思うので、目標値 20%は低いのではない
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だろうか。 

・達成している数字が目標値になっているので、初めて見ると驚く。逆に男性の育児休業取得

率は、学校教職員が現状 6.6%で目標値が 50%となっており、とてつもない目標だという印象

を受ける。一般職員・学校教職員を分けたので、各々の目標を掲げるのがベストだと思う。 

→目標値を分けることについては担当課とも協議してきたが、行動計画と同じ標記の仕方に

することにしたので今から変更するのは難しい。 

→文科省の目標値も校長 20%、教頭 25％となっている。 

・全国は岡山市の 21 .1%よりもっと低いので目標を 20%にしているのではないか。岡山市は達

成しているので、もっと高い目標にしなければということになる。 

→人事課や教育委員会に再度確認して補足説明や全国の数字なども含めて検討する。 

・さんかく岡山で就労支援をやっていることが記載されていない。 

→さんかく岡山を会場に今年度は就労に関する講座を開催している。常に再就職の手伝いを

しているわけではないが、実施している講座などの情報発信は行っていきたい。 

・さんかく岡山のアピールがこの４行では足りないのではないか。丸ごと１ページくらいＰＲに

使ってもいいのでは。 

→プラン本体はあまり市民の方は目にしないので、概要版の１ページを割いて、ＰＲを掲載し

たい。 

・パートナーシップ宣誓制度については記載があるが、最近全国的に増えつつあるファミリー

シップ制度についても何か入れてはどうかと思う。計画本文に入れるのではなく、トピックス

に説明を入れるだけなら導入する予定が今のところなくても支障ないと思うが。この先何年か

の間で導入する自治体が増えてくると、５年先まで計画しているプランに言葉すら入ってい

ないと岡山市は遅れているという印象になってしまう。 

→ファミリーシップ制度は今のところ導入する予定はないが、説明の追加については検討す

る。 

・これ以降の軽微な修正については、正副委員長に一任していただいてよいか。→一同異議

なし 

 

 

議事② 「第４次さんかくプラン」年次報告（令和３年度）について 

〇説明内容 

資料２について事務局から説明。 

 

〇意見等 

・待機児童に関連して、保育の無償化、０～２歳児保育、延長、夜間、休日保育の無償化への

ニーズが非常に高くなっている。待機児童の問題だけでなく、保育サービスについても将来

的には目標として設けてほしい。 

→担当部署へ伝える。 

・学童保育も 300 人を超えているところもあり、教室の確保が大変なところもある。そのあたりも

担当課と相談して数字を出せるのであれば目標を設定するといいと思う。 

→学童保育について、前回会議で委員から学童保育とは別に放課後子ども教室についての発

言があったが、担当課に問い合わせたところ、学童保育と同じような内容だったり特別な活動

の場として実施しているところもあったり、様々なやり方があることが分かった。 

・プランや年次報告書は、大学の図書館には送っているのか。学生や教職員も見ると思うの

で、ぜひ県下の大学に送ってほしい。一人でも多くの人に見てもらいたい。 

→大学の図書館には送っていない。配布先についてはご意見を参考にさせていただく。 

・公民館には１冊置いているのか。概要版は自由に持ち帰れるようにしているのか。 

→公民館にはプランの本体を１冊ずつ置いている。概要版は広くＰＲするために作るのでいろ

いろなところで配布したい。 
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（３）その他 

①さんかく岡山について 

・さんかく岡山には駐車場がない。近隣には有料の駐車場があるので、駐車料金の補助でも

あれば利用しやすい。企業に協力してもらって駐車場を使わせてもらうなどできればと思う。 

・表町の店舗で、料金の全部ではなく一部を 100 円券で補助しているところもある。 

・さんかく岡山は利用者が少ない。何かいい方法があればと思う。 

・優秀なスタッフがいるのに生かし切れていないのがもどかしい。もっとたくさんの人に出入り

してほしい。 

②次回（第７回）会議、委員の任期について 

・第７回会議を２月２日に開催する予定だったが、コロナの状況を踏まえ、条例第１９条の審査

案件がない場合、会議は開催せず委員長・副委員長から市長への答申していただくようにし

たい。 

・委員の任期が２年なので、公募委員は３月末で終了となる。現在次の公募委員を募集して

いる。引き続きお願いする場合は個別に依頼する。 

・第７回会議が開催されない場合、今回が最後の会議となる。今年度は第５次プランの審議で

頻繁にお集まりいただき、熱心にご意見をいただいた。本当にありがとうございました。 


